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Ⅰ 問題と目的

特別支援学校（視覚障害）では児童生徒への歩行指導が自

立活動の時間を中心に行われている。しかしながら、歩行指

導の知識・技術を十分には持たない担任教師が試行錯誤しな

がら行っているという課題がある（首藤・牟田口, 2009）。歩

行指導担当者の課題を解決するための方策の一つとして、視

覚障害領域の教員免許状を取得可能な教員養成系 A 大学大

学院の講義で、視覚障害者の歩行指導に関する演習と講義を

行うことを考え、実践を試みた。本研究の目的は、大学院講

義で行った視覚障害者の歩行指導の演習・講義の実践を報告

するとともに、実践の効果を事例的に検討することであった。 
Ⅱ 方法

１ 講義：A 大学大学院の特別支援教育専修免許状取得に

対応する授業科目で実践した。隔年開講であり、週１回 90
分間（９時〜10 時 30 分：全 15 回）の講義であった。 
２ 受講生：修士１年 13 名と修士２年 6 名が受講した。

本講義の他に視覚障害領域の講義を受講していない者は４

名あった。聴覚障害者１名、視覚障害者１名、及び留学生

１名が受講した。障害学生支援室の有償ボランティア２名

が要約筆記、移動時の手引き、及び情報保障等を行った。 
３ 講義担当者：歩行訓練士の養成過程を修了し、特別

支援学校（視覚障害）で歩行指導に携わる経験があった。 
４ 実施期間：20xx 年 9 月〜20xx＋１年 2 月であった。 
５ 講義目的：視覚障害者の歩行指導に関する演習と講

義を通して、指導者としての知識・技術を習得するととも

に、視覚障害者の空間認知と心理的特性を理解すること。 
６ 講義方法と内容の概略：表１に講義内容等を示し

た。主に対面講義とし一部オンライン同期型の回を設定し

た。講義１回の構成は、全体講義・説明、二人一組での演

習、全体でのまとめとした。演習では全受講生が指導者役

とアイマスクをした視覚障害者役を体験した。主な演習内

容は、手引き歩行、屋内移動、大学構内の白杖単独歩行で

あり、屋内外での目的地歩行ではグループで歩行計画・経

路検討を行い、歩行時の様子を動画撮影し、検討結果を全

体で発表・討論する回を設けた。 
７ 課題：毎回、リアクションペーパーに記入して１週

間以内に提出するよう求めた。最終課題では、手引き歩行

研修会の計画立案と研修会用資料の作成・提出を求めた。 

 

 
８ 分析の視点 
A 大学が全学的に行う授業評価アンケートの結果を分析に

用いた。全講義回終了後、受講生は任意でアンケートに無

記名回答し、集計結果は学内公開された。大学と受講生に

本研究での結果公表を依頼し、承諾を得た。アンケートは

16 の評価項目と自由記述欄で構成された。各項目は４段階

で評価され、得点が高いほど高評価であることを示した。  
Ⅲ 結果

回答者は 名（現職９名、ストレート生５名）であり、回

収率は ％であった。 名分（ ）を分析対象とした。

表２に自由記述（全５名分）の結果を示した。

１ 評価項目の平均： 平均の高い項目は、１授業目的と内

容の明確性(4.00）、７意見の述べやすさ(3.92)、９安全性への

配慮(3.92)、14 理論と実践の融合(3.92)の４項目であった。平

均の低い項目は、３成績評価基準の説明(3.62)、12 学生自身

の事前準備(3.62)、15 オンラインのメリット活用(3.54)、17
課題の量(3.69)の４項目であった。 
２ 自由記述： 講義で指導方法等の説明を聞くことと実際

に歩行指導の実技を行うことで視覚障害者の歩行指導の実

際が理解しやすかったとのことであった。また、ペアやグル

ープでのディスカッションにより気づきを得たり考えが深

まったりしたという記述があった。さらに、指導者としての

視点と教わる者の視点を得たことで視覚障害教育に止まら

ない「ものの見方・考え方」につなげられたとあった。 

Ⅳ 考察

受講生にとって、視覚障害者の歩行は興味あるテーマであ

り、実技・講義・グループワークをバランス良く行うことで

講義の目的や内容の理解が容易になると考えられる。また、

大学院講義において、受講生 20 名程度であれば歩行指導の

実技を安全に配慮しながら実施可能であるといえよう。一方、

歩行実技を行うため対面講義が主となるが、オンラインで行

う方がより効果的な内容を精査していくことが必要である。

また、受講生の多くが５領域専修免許状を取得するが、実際

に盲学校で歩行指導を行うには、視覚生理・病理や指導法等

の知識・技術も必要であるため、他の視覚障害領域の講義を

あわせて受講することが望ましいと考える。 
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